
様式Ｃ（介護ロボット等モニター調査事業 要望書） 

 
令和 5年 6月 27日 

 

公益財団法人テクノエイド協会 殿 

 

（要望者） 

                  〒460-0004 

住所 名古屋市中区新栄町一丁目1番 

   明治安田生命名古屋ビル10階 

事業者名 アイホン株式会社 

担当者所属 営業推進部 

担当者名 上田 雅之 

電話番号 052-228-9971 

電子メールアドレス masayuki_ueda@aiphone.co.jp 

 

介護ロボット等モニター調査事業 要望書 

 

貴法人が福祉用具・介護ロボット実用化支援等一式の一環として行う「介護ロボット等モニター調査事業」

について、下記の書類を添付して要望します。 

 

 

記 

 

 

１．介護ロボット等モニター調査事業 計画概要書 

 

２．会社概要（任意様式） 

 

３．これまでの介護ロボット等に関わる開発実績がわかる書類（任意様式） 

※）実績がない場合は、提出不要 

 

 

 

 

（本書類の取扱いと留意事項について） 

○ ご提出いただく「介護ロボット等モニター調査事業 計画概要書」は、介護施設等とマッチング

する際、当協会のホームページを通じて、介護施設等へ公開いたします。 
従って、記載する内容は、公開可能な範囲で差し支えありませんが、具体的な記載がない場合に

は、マッチング先が現れない場合もあり得ることをご了承ください。 
○ 適切なご協力がいただける介護施設等とマッチングするためにも、記載内容は技術的な事に偏ら

ず理解しやすいものとしてください。 
○ 当協会では記載内容や本事業に関わる各種の相談を承っております。 
○ 案件によっては、マッチング先が現れない場合もあり得ることをご留意ください。 

企業等 



様式Ｄ（介護ロボット等モニター調査事業 計画概要書） 

令和 5年 8月 2日 

 

介護ロボット等モニター調査事業 計画概要書 

 

１．申請者（企業）の概要等 

企業名 アイホン株式会社 

担当者名 上田雅之 

担当者連絡先 

住所 

〒460-0004 

名古屋市中区新栄町一丁目1番明治安田生命名古屋ビル10

階 

電話 052-228-9971 

電子メールアドレス masayuki_ueda@aiphone.co.jp 

主たる業種 医療介護におけるソリューション提案の推進（他社連携含む） 

主要な製品 ナースコール介護ロボット（見守りカメラなど） 

希望する施設等の

種類や職種等 

 

希望施設に☑を入

れてください 

複数選択可 

☑介護老人福祉施設：特別養護老人ホーム 

☑介護老人保健施設：老人保健施設、地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

□認知症対応型共同生活介護：グループホーム 

☑特定施設入居者生活介護：有料老人ホーム、軽費老人ホーム、養護老人ホーム、 

サービス付き高齢者向け住宅、地域密着型特定施設入所者生活介護 

☑居宅介護サービス：訪問介護、看護、デイサービス、リハ、福祉用具貸与サービス

事業者、小規模多機能型居宅介護、看護小規模多機能型居宅介護 等 

□ショートステイ 

□障害者福祉施設 

☑医療機関：介護療養型、介護医療院、病院、リハビリテーションセンター 等 

□その他：（                          ） 

 

その他の希望 

〇部屋全体の見守り機器（以降対象機器を★で記載） 

企業名：富士通株式会社 

担当者名：吉川 正晃 

住所：212-0014 神奈川県川崎市幸区大宮町1-5 JR川崎タワー 

電話：080-8543-2745 

メールアドレス：yoshikawa.masat@fujitsu.com 

※機器のデザイン・仕様などは変わる可能性があります 

 

２．試用介護機器の概要（可能な限り詳しくご記入ください。） 

機器の名称（仮称） 入所者向け転倒転落用見守りソリューション 

機器の概要 

 

（写真を添付する

こと） 

 

想定する使用者、使用場面 

患者や入居者に室内やベッド上で発生するヒヤリハット（転倒転落など）を予防する

見守り支援と介護スタッフの駆けつけ支援 

機能と使用方法、有用性 （写真は別紙「機器概要」参照） 

ベッドでの起き上がりや離床をカメラにより検出。室内での転倒、離室などの状態異

変をレーダーにより見守り★。この2つを組み合わせることにより訪室業務などで発生

するスタッフの動線短縮と業務負担軽減効果の検証 

企業等 
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類似する機器との相違 

① ベッドの見守り：ベッド位置自動検知、見守り一時停止、夜間映像確認可能、プ

レ録画、プライバシーモード、カメラ脱着式、同意書フォーマットあり 

② 部屋全体の見守り：居室内の危険状況発生をミリ波で検出、プライバシー配慮、

暗所見守り可能、人の移動静止バイタル異常を検出 

当該機器と介護業務との関連性 

見守り対象者の危険動作パターンの見える化による転倒転落防止策の強化と訪室回数

減少による業務負担軽減と提供サービスの質向上支援 

現在の開発状況と

課題 

機器に関するリスクアセスメント（性能安全と利用安全の確保対策） 

※アセスメント結果を添付して下さい。  

部屋全体の見守り機器★：電波法に準拠したレーダー装置である 

見守りカメラ：自社内評価と実地検証に基づく試験および社内基準に基づく保証試験

判定による評価 

社内や社外モニター調査の実績 

※実績ありの場合は、その結果を添付して下さい。 

実績なし 

 

開発に関する当面の課題 

センシング範囲拡大による業務効率化への貢献度合いの確認 

室内に設置する際の、設置位置や設置条件の確認 

 

３．モニター調査の概要 

1．調査の狙い 室内全体を見守ることにより、看護師や介護スタッフが従来見えていなかった部分の

ヒヤリハットや実際の転倒などを検出。これによりスタッフの動線短縮と業務負担軽

減効果度合いの検証を行う。同時に、本サービス自身の品質向上のために現場からの

意見ヒアリングを目的としています。 

２．調査概要 １）調査対象： 

介護スタッフ、職員、利用者 

 

２）調査したい場面、場所： 

場面：転倒・転落リスクがある方が入居し、対象者の行動把握や転倒防止策を講じる

必要があると判断されるとき。 

 

起き上がりに何らかの介護が必要な状況（起き上がり） 

トイレなどベッドから移動したい状況（離床） 

室内で身動きが取れない状況（長坐位、横たわり、転倒） 

ベッド外での転倒（転落） 

 

場所：対象となる入居者のベッド付近および同居室内のカメラ撮像範囲外★の場所。 

 ※主に個室を想定しています。 

 

３）調査期間（日数）： 

約１～２か月を想定 

 

４）機器の台数： 

３～５台を想定 

 



  

 

４．モニター調査の実施手法（協力施設等へお願いしたい内容） 

※本書のＰ９～１０を参考にモニター調査の具体的な実施方法を記載してください。 

注）５つの項目全てを行う必要はありません。（実施しない項目は「特になし」としてください。） 

※モニター調査検討委員会等の審議により採択された場合には、当協会及び専門家によるアドバイスを行います。 

１．利用対象者の適

用範囲に関するこ

と 

【調査手法】 

☑観察法 □インタビュー法 □質問紙法 □その他： 

 

【想定する調査方法】 

ベッドや部屋で起き上がりや離床、転倒、入退室の見守りが必要な方の居室に見守り

カメラ（※）とセンサー★を仮設置し、一定期間の行動観察と見守りセンシングを行

う。 

※カメラ撮影に同意いただける方 

 

２．利用環境の条件

に関すること 

【調査手法】 

☑観察法 □インタビュー法 □質問紙法 □その他： 

 

【想定する調査方法】 

① 対象となるお部屋（2～3部屋）の選定 

② 現場調査のスケジュール調整 

③ 必要機器（制御装置、親機、HUB、見守りカメラ、部屋全体の見守り機器★、管理

用PC★、（必要に応じて）スマホ、スマホ連動用PBX）の設置場所と設置方法のご

説明 

④ 仮設置および撤去作業の内容とスケジュールについてお打合せを実施 

 

・必要機器について 

①現在、Vi-nurse（NLXｼﾘｰｽﾞ）＋アイホン製見守りカメラ＋スマートフォンをご利用

頂いている施設様 

②（①対象外の場合）一時的に各種検証用機器（ベッドカメラと部屋全体の見守り機

器★）を仮設置させていただける施設様 

※カメラと見守り機器を動作させるための機器（制御装置、HUB、親機、アダプタ

ーは必要） 

※仮設置する居室や方法、必要機器の設置位置などは要お打合せ 

３．機器の利用効果

に関すること 

【調査手法】 

☑観察法 ☑インタビュー法 ☑質問紙法 □その他： 

 

【取得指標】 

ⅰ被介護者（取得必須指標、以下のうち１つ以上） 

 ☑要介護度 ☑ＡＤＬ □ＩＡＤＬ □ＬＳＡ □日常生活時間 □ＱＯＬ 

 □その他（                            ） 

ⅱ介護者（取得必須指標、以下のうち１つ以上） 

  □腰痛等の有無 ☑介護負担指標 □ストレス指標 □生体情報 

□その他（                             ） 

ⅲ 介護サービス提供全体の流れ 

☑プロセス全体の時間 □人員構成 ☑職務タイムスタディ法 

□その他（                             ） 

 

【想定する調査方法】 

・見守りを必要とする方について 



定期的に見守り機器（カメラと部屋全体の見守り機器★）対象者の転倒転落発生数と

行動パターンや傾向など見えていない部分の見える化を実施し介護スタッフの方々

と質疑応答。そして対象者の生活パターン変化についてもディスカッション。 

・介護スタッフの方について 

タイムスタディなどで１日の業務プロセスを事前に確認させていただき見守り機器

設置後にその中でもコールによる訪室業務に関して着目する。1日の訪室回数と時間

帯、訪室理由などについてカメラと見守り機器によって訪室業務の優先度判断や回数

にどのような効果がでるかをヒアリングさせていただく。 

また業務効率化に成功した場合、改善された時間をどのような業務に活用することが

できるかについてインタビューを実施。 

 

 

 

４．機器の使い勝手

に関すること 

【調査手法】 

☑観察法 ☑インタビュー法 ☑質問紙法 □その他： 

 

【想定する調査方法】 

・介護スタッフの方について 

① カメラと部屋全体の見守り機器の操作方法や確認手段などについてレクチャーを

行う。 

② 開発企業スタッフがいない時間帯に実施した操作について操作感のヒアリングを

行う。 

③ 操作および見守り機能についての全体的な改善要望や感想をヒアリング。 

④ アウトプットされるデータのエビデンス効果についても議論させていただきた

い。 

 

５．介護現場での利

用の継続性に関す

ること 

【調査手法】 

□観察法 □インタビュー法 ☑質問紙法 □その他： 

 

【想定する調査方法】 

アンケートにご協力いただける場合、アンケートを配布し回答いただく。 

 

 

 

６．その他 特になし 

 

 

（注）必要に応じて記載欄を増やしてください。 
 



機器の概要詳細

アイホン株式会社

（協力 富士通株式会社）
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会 社 名 アイホン株式会社 AIPHONE CO., LTD.

本 社 愛知県名古屋市中区新栄町一丁目１番

代 表 者 代表取締役社長 鈴木 富雄

設 立 1959年３月16日

資 本 金 53億8,884万円

従業員数
（連結）

2,021名（連結） 1,045名（個別）
(2023年3月末現在)

拠 点

（連結）

（国内販売） 東京、大阪、名古屋など９支店、14営業所

（海外販売） 北米、フランス、イギリス、オーストラリア、シンガポール

（生 産） 豊田（愛知県）、タイ、ベトナム

上場市場
東京証券取引所プライム市場
名古屋証券取引所プレミア市場

2

会社概要
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会社概要

会 社 名 富士通株式会社

本 社 神奈川県川崎市中原区上小田中4-1-1

代 表 者 代表取締役社長 時田 隆仁

設 立 1935年6月20日

資 本 金 3,246億2500万円

従業員数
（連結）

124,055名（連結） 34,430名（個別）
(2023年3月末現在)

拠 点

（国内販売） 東京、大阪、名古屋など

（海外支店） ワシントン、ロンドン、ハワイ、コロンビアなど

上場市場
東京証券取引所プライム市場
名古屋証券取引所プレミア市場
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機器の概要

①ベッドの見守り（アイホン）

②部屋全体の見守り（富士通）

起き上がり
（起き上がりに何らかの介護が必要な状況）

離床
（トイレなどベッドから移動したい状況）

長坐位・横たわり・転倒
（室内で身動きが取れない状況の検出）

転落
（ベット外での転倒の検出）
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機器の概要

①ベッドの見守り

②部屋全体の見守り

※機器のデザイン・仕様などは変わる可能性があります

長坐位・横たわり・転倒
（室内で身動きが取れない状況の検出）

転落
（ベット外での転倒の検出）

起き上がり
（起き上がりに何らかの介護が必要な状況）

離床
（トイレなどベッドから移動したい状況）
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機器の概要

システム設置イメージ

親機

部屋全体の
見守り

ベッド周り
の見守り

制御装置

HUB

スマート
フォン設備

部屋

ステーション

※機器のデザイン・仕様などは変わる可能性があります

管理用PC
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類似品との相違

①ベッドの見守り
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類似品との相違

①ベッドの見守り
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検出イメージ ミリ波特徴
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類似品との相違

②部屋全体の見守り

居室内全体の危険状況発生をミリ波を利用して検出。
電波による検出のため個人データを収集しておらずプラ
イバシーにも配慮。

実際の映像 取得データ

プライバシーに配慮

暗所でも見守り可能

危険状態を自動検出
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類似品との相違

②部屋全体の見守り

移動体検出 静止体検出

プライバシー保護 危険状態発見時に自動発報

室内の人の移動を自動追跡。
ベット外の場所での横たわ
り、長坐位などが発生した
際に、人の場所を特定しま
す

静止している人の高さとバ
イタル状況を検出。
床に近い位置で動かない人
を発見したり、心臓・肺付
近の振動を検出し、異常状
態か否かを確認します。

電波を利用して見守りを行
うため、個人を特定する情
報を収集しません。
お着換えなども安心して
行って頂けます。

室内のベット外での横たわ
りやバイタルの低下など所
定の条件下の人を発見時に
全自動で発報を行います

ミリ波が居室全体の人の移動・停止・バイタル異常などを複合的に見守ります。
所定の状況を発見時に自動的に発報を行うため、逐次システムを確認する手間がありません。



有効範囲（移動体検出）

7m

7m
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有効範囲（静止体検出時）

４m

4m
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